
  
　2学期ベスト10はこれにしました！ 

 

 

 

 

 

　 

にしながお小学校だより 
050-7102-9176（平日のみ 電話受付：8時30分~17時）

12月は今年1年を振
り返って、成長を
お祝いする月

　12月冬休み第10号 
 令和 7 年12月24日  
　　　児童数352名

学校教育目標　主体性と当事者意識を持って学級や学校を自治することを目指し、平和で民主的な国家及び社会の 
と　　　　　　形成者となる児童を育成する。（楽しいものをつくる 大人を 目指して）　 
めざす子ども像  １．心豊かな子ども（自他を大切にする、思いやりのある子ども） 

　　　　　　　２．深く考える子ども（自ら学び、考えて行動できる子ども） 
　　　　　　　３．健康で明るい子ども(きまりや約束を守りよく遊び、困難なことも最後までやり抜くための体力・気力をもった子ども)

校内研究テーマ「非認知能力を育む授業改善の手立ての研究」～成長の見取り方の育成〜

西長尾７つの力「自制心・忍耐力・向上心・自尊心・協調・受容、共感・相互理解」

一緒にいると実感できること 
　児童全員が学校では揃わない日が何かし
ら続きます。しかしながら、全ての子ども
達が学校と繋がり続けています。3学期1日
でもみんなで揃えることを願います。

2年生が1年生を引き連れて！ 
　山田池公園に、2年生が1年生を案内しま
した。1学期に行った校内巡りの時は、まだ
まだ一緒の立場のようでしたが、今回はリ
ードする場面がたくさんありました。

5年生の動員力！ 
　気づいていましたか？子どもフェスティ
バルで実施した2クラスの宣伝隊は、うまく
低学年をお店に案内してくれていました。
卒業式参加の「挑戦」も期待できますね！

異学年交流をみんなで楽しんだ！ 
　理想の学校は高学年が学校を自治するこ
と。そして自治しながらも子ども達どうし
の活動に自由がたくさんあること。2学期も
たくさんの異学年の取組がありました。

西長尾小7つの力が更に増しました！ 
　「自分と向き合う力」「自分を高める
力」「ほかの人とつながる力」は、子ども
も大人も使える力なんです。冬休み、家で
も地域でも続けて使ってみて下さい！

学校行事が大盛況でした！ 
　低学年の可愛さ、中学年の巧みな動き、
高学年の凛々しい姿があった運動会！ 
　ひらパーはおろかディズニーもコムキャ
ストも驚かせた子どもフェスティバル！

3､4年生出席メンバーで音楽会へ！ 
　学校閉鎖があったものの出席できるメン
バーで音楽会に出場。今月児童朝会ではほ
ぼ全員で合唱2曲を披露しました。腹筋を鍛
えた美声は今後も楽しみ。

6年生の歌声がこだました慰霊祭！ 
　平和記念公園での慰霊祭は、西長尾小代
表としての平和のメッセージ、魂のこもっ
た歌声、式典の際の立ち姿など、どれも西
長尾小、枚方市を代表していました。

学校を応援してくれる地域の方々！ 
　子ども達の学校生活は登下校の見守りを
はじめ、地域の方々、保護者に支えられて
います。周りの大人の方々との関わりを今
後も子ども達に伝えていきます。

　非認知能力と認知能力をアップ！ 
　非認知能力を活かしながら更に普段の各
教科等の力をメキメキとつけてきました。
演劇ベースの非認知能力育成から言語活
動、情報活用能力を伸ばしつつあります。

https://hirakata.schoolweb.ne.jp/2710079/weblog


◆あゆみについて 
　通知表（あゆみ）の学習評価は、学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施する 
ものとされています。観点別学習状況を評価し記入するにあたり、 「十分満足できる」状況 
と判断されるものを「よくできる」、「おおむね満足できる」状況と判断されるものを「でき 
る」、「努力を要する」状況と判断されるものを「もう少し」 のように区別して評価を記入 
することとなっております。「できる」の基準が「目標として設定している力がついている」という
ことをご理解ください。2学期の学習内容を示したお手紙は個人懇談会で配付しました。 

◆クリスマス、お正月と文化に親しむ冬休みに♪ 
　クリスマス、お正月とそれぞれの文化にまつわる行事が続きます。どれも、それぞ
れの行事の特徴が引き継がれています。クリスマスのツリー、サンタクロースなどの
お話や、お正月の門松、しめ縄、お節料理のいわれなどについては学校でも学んでい
ます。ぜひ、この機会にご家庭でこれらの慣習に触れてみてはいかがでしょうか。 

◆冬休みの生活習慣について ー「楽しい冬休みのために」を参考に！ー 
◇青少年保護のためLINEの利用推奨年齢は12歳以上であることを改めてお伝えします。 
校内でも6年生以外のLINEによるトラブルは多々あるようです。必ず、お子様に遠慮せずにご家庭で
のLINE等のSNSのやり取りは把握するように努めて下さい。（LINE間のトラブル及びオンライン
ゲーム等での暴言等の誹謗中傷についてのトラブルに学校が関与することは難しいです。） 
◇SNSは見ず知らずの人ともお話しすることができます。しかし、相手の年齢も分からず最終的に
は相手が一方的に要求してくる例もあります。保護者の目が必要なSNSです。 

◆各種コンテスト入賞者ご紹介 
「第71回大阪府青少年読書感想文コンクール」入選:６年Aさん 
「第36回MOA美術館児童作品展2025」入賞:1年Bさん　入選:1年Cさん､Dさん､2年Eさん 
◆卒業式についてのご協力のお願い 
同式は児童一人ひとりが振る舞いや表情で卒業の気持ちを伝えます。そのため厳粛で清新な雰囲

気を大切にしたいと考えております。以前にもお伝えしましたが、袴などの和服は、ふだん着なれな
いために、着崩れ等で式に集中できないことがあります。児童の華美な服装（衣装）や化粧・装飾な
どは控えていただきますようお願い申し上げます。

学校外で起こった子ども達のトラブルを学校が解決することはとても難しいです。ご理解下さい。 
　これは、学校内で起こったことでさえ、教員がトラブルの全てを見ることができずにうまく解決
に至らないケースも多々あるからです。学校は児童朝会を通じて次のようなことを伝えています。 
・自分がされて嫌ことは相手にはしない。 
・例え相手が笑っていても、伝えた言葉や行動が、実は相手にとっては、 
　嫌なことであったり、傷つけたりしていることがあるかもしれないと考えること。 
・仲良しのグループと思っていても、実は、気持ちを言い出せずに仕方なしにグループ 
　になっている人もいる。 
⭐ ご家庭での積極的なコミュニケーションが本当に大切であることを改めてお伝えいたします⭐


